
広
報

よもぎた

内　容

●平成５年度村 の予 算……… ……… ……２～４

●村健康づくり 大会 から ……… ……… ………５

●村連合ＰＴＡ研修会 …………………… ………６

●教育委員会力ヽら …………………………フ～８

●保健コ ーナー …………………………………９

●各 課から お知ら せ ………………………10～11

●川柳北 緯41°／30 年後 の世 界……………12～13

●平成５年 度自 衛官等募集案内 ………………14

●行事予定 ／み ～つけた… ……………………15

●けっぱる蓬田人 ／戸籍の窓口… ……………16

№22

3

スプリングはバネ、飛び立て若者！

春
一
番
山

を
過

ぎ
ゆ

く
山

の
音滋

草

先
日
、
あ

る
若
者

が
訪

ね
て
来

た
。
彼
は

、
学
生
時
代
三

年
間
蓬

田

大
館
遺

跡
発

掘
の
た

め
に
来

村

し

て
く

れ
た
。

「
初

め
村

に
来

て

か
ら
何
年

に
な
る
？

」

と
聞

い
た

ら
、
「
も
う

十
年
で
す
」

と
い
う
。

発
掘

が
終
か

っ
た
時
、
学
生
達

は

現
場

の
一
隅
に
ワ

イ

ン
を
一
本

埋

め
た
。

そ
れ
は

、
十
年
た
っ

た
ら

ま

た
集
ま
っ
て
飲

も
う

と

い
う

約

束

か
ら
埋
め
ら

れ
た
も
の

だ
。

今

年

、
成

長
し

た
昔

の
仲
間

か
何
人

集
ま

る
の
だ
う

っ
か
。

十
年

は
長
い
よ
う

で
短

い
。
一

年
一
年

の
積
み
重
ね

が
十
年
に
な

る
の
は
分

か
っ
て

い
る
が
、
そ

の

一
年
を
な

か
な
か
充
実
し

て
生
き

ら
れ
な

い
。

何
を
し
な

く
て
も
、

一
年
は
過

ぎ
て
い
く
。
や

は
り
、

自
分
か
ら
動

か
な
け

れ
ば
な
る
ま

い
。

そ
う
す

れ
ば
、
出
会

い
が
生

ま

れ
、
充
実
感

も
得
ら

れ
る
。

そ

し
て

い
つ

か
、
誰
か

が
訪

ね
て

く

れ
る
か
も
知

れ
な
い
。

4
月

19
93
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平成５年度村の予算

1９億４千８百万円で

スタート！
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

村
長
八
　
戸
　
良
次
郎

活
力

あ
る
村

づ
く
り
を
目
指
し

て
議
会
共

に
行

政
を

進

め
て

参
っ
た

の
で

あ
り
ま
す

が
、

バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
影

響

は
村

財
政
に
も

ひ
し

ひ
し

と
押
し

寄
せ
て

い
る
感

が
い
た

し
ま
す

。
即
ち

、
地
方
交
付
税

の
伸

び
悩
み
や

、
起
債
枠

の
変
更

、
補
助
金

の
圧
縮
な

ど
、
地
方
交
付

税
等
に
依
存

度

の
高

い
自
主

財
源
の
乏
し

い
か

が
村
は

、
平

成
五

年
度

予

算
編
成
に
当

た
り
、
か
な
り
の
苦
心

を

い
た
し
ま
し

た
。

反
面

、
国
民

生
活
の
向
上

、
福

祉
の
増
進

、
農
林
漁
業

の
基

盤
整
備
な

ど
住
民
の
要
望

は
高
ま
る
一
方

で
、
こ

れ

に
対

応
す
る
為

に
は
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で

、
ど
れ
を
優

先
さ
せ

る
か
に
迷

い
も
あ
り
ま
し

た

が
、
各

課
の
事
務

事

業
を
極

め
て
厳
し

く
査
定
し

つ
つ
、
本
年
度
予

算
十
九
億

四

千
八
百
八

十
九
万
円

と
編
成

い
た
し
ま
し

た
。

毎
回

申
し

上

げ
て
い
る
通
り

、
住
民

の
税
金
で
あ
り
極

め
て
大

切
に
使
う

こ
と
は
勿
論

、
行
政
運

営
の
中
で
財
源

の
効
率

的
な
使

い
方

を
す
る
こ

と
に
つ

い
て

、
特
別
職

、

管
理
職

を
含

め
て

充
分
配
慮
す

る
つ
も
り

で
あ
り
ま
す

の

で
、
村

民
皆

さ
ま

方
の

ご
理
解

を
賜
り

た
い
所

で
あ
り

ま

す
。昨

年
度

は
十
月

末
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
よ
り

、

老
若

男
女
を
問

わ
ず
村
民
総
ぐ

る
み

の
健

康
増
進
対
策

を

進

め
た
つ
も
り
で

あ
り
、
こ

れ
で
十
分

と
は
些
か
も

考
え

て

お
り

ま
せ
ん

が
、
今
年
度
早

々
に
は

ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ

ン
も
完

成
、
今

、
そ
の
利
用
計
画

を
検
討
し

て

い
る
最
中

で
あ
り

ま
す
。

福

祉
対
策
に

つ
い
て
、
特

に
老
人
福
祉

は
他
町
村

に
比

べ
て

劣
っ
て
い
る
と
の
批
判
も
あ

り
ま
す

が
、
こ
れ
に

つ
い

て
も

真
剣
に

、
き
め
細
か
な
福

祉
対
策

を
練
り
上
げ

、
村

民

に
喜

ば
れ
る
も
の
を
と
配
慮
し

て

い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

山

積
も
る
重
要

課
題
の
中

で
大
き
な
問

題
は
上
下
水

道

の
完

備

が
あ
り

ま
す
。
概

略
五

十
億
円

は
か
か

る
だ
ろ
う

と
の
見
積
も
り

で
あ
り
ま
す

。

更

に
は
水
田

営
農
活
性
化

対
策
で

も
米
ど
こ
ろ
蓬
田

村

の
活

性
化

の
諸
策
を
進

め
る
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
。

漁
業
振
興

策
も
、
土
地

基
盤
農
道

整
備
事
業
も

、
教
育

の
向

上
対

策
も
関
係
機
関

の

ご
援
助

、
村
民
皆

さ
ま

方
の

ご
協

力
を
得

な

が
ら
着

々
進
め
る
つ

も
り
で
あ
り
ま
す

。

財
政
の
逼

迫
し

て

い
る
中

で
の
こ

と
で
も
あ
り

、
早
く

景
気

低
迷

か
ら
脱
却
し

、
今
よ
り
以
上

の
笑
顔
を

お
互

い

確

め
合
う

こ

と
の
で
き

る
村

政
を
進

め
る
つ
も
り
で

あ
り

ま
す

。
役
場
の
運

営
管
理
に

つ
い
て
も

、
愛

さ
れ
る
職
員

と
し

て

、
服
務
規
律

の
厳
正

、
礼

儀
正
し

い
職
員
と
し
て
今

ま

で
以

上
に
村
民

か
ら
愛

さ
れ
る
役
場

に
し

た

い
と
存
じ

て

い
ま
す
。
重

ね
て

ご
協
力

を
願

う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

平成５年度村の予算● 2



●入るお金1,948,892,000 円
地 方 交 付 税 国庫支出金 県 支 出 金 村　　　債 そ　の　他 村　　　税 繰　入　金

1,162,000千円

59.6%

148,905千円

7.6 %

97,454千円

5.0%

126,800千円

6.5%

162,753千円

8.4％

168,980千円

8.7%

82,000千円

4.2%

依　　　存　　　財　　　源 自　主　財　源

1,613,730千円　　　　82.8% 335,162千円　　17.2%

●出るお金1.948.892,000 円
議　 会　 費

67,774千円
……( 3.5%)

・議員報酬……………;･･38,493千円

・議員活動費………………7,015 千円

総　 務　 費
433,080 チ 円

万卜 ………(22ﾂﾑ2 ％)

・交 通安 全 対 策 費… … ……3,056 千 円

・ ス クー ルバ ス購 入 費…13,905 千 円

・玉松園ｶﾝﾄﾘｰ ﾊﾟｰｸ 整備工事費…52,200千円

・衆 議 院議 員 選 挙 費… ……1,866 千 円

スポーツガーデンテニスコート

民　生　費
珊1 ……73^ 円J7

111jj伸 之｢」/yl｣｣｢3％i｣)J｣:

・老人福祉費……………35,156千円

・社会福祉施設費………47,002千円

・防犯対策費………………1,712 千円

・児童手当…………………8,715 千円

り呆育所費………………69,297千円

衛　生　費
餓 嶄 鰯

|
]
゛1ﾀﾞﾝｹIJJ万白ｽj(jｸﾞﾗﾌ8と き 揶1)

・青森地域広域事務組合負担金…55,704千円

・母 子 衛 生 費… … … ………1,980 千 円

・老 人保 健事 業 費 … ……20,089 千 円

・ふ れあ い セ ン ター 費 …51,762 千円

労　働　費
卻 千円

（OﾝO ％）

・出稼援護関係費……………125 千円

・労働者協議会補助金………135 千円

農林水産業費
230,159 千 円

回…
…ﾌ…゚…｢1｣18 ％)

・ 農 業 委 員 会 費 … … … …22,483 千 円

・ 村 営 牧 場 関 係 費 … … …18,218 千 円

・ 阿弥陀jll地区団体営農道剔41事業…15,29阡 円

・ 第２阿 弥陀 川地区小 規模 排水 整備工事 費

… … … … … … … … … …11,365 千 円

・ 蓬田 第２地 区地区農 免農 道整備 事業 費

… … … … … … … … … …31,048 千 円

・ 蓬田地区農免農道整備事業負担金…11,550 千円

・ 水 田 営 農 活 性 化 対 策 費5,790 千 円

・ 森 林 総 合 整 備 事 業 … ……6,516 千 円

・県営瀬辺地漁港改修事業負担金……6,000 千円

商　工　費 6,295千円j
j'ｿｽ゙獵゙3%)

・商工会補助金………………800 千円

・村おこし事業補助…………300 千円

・観光協会補助……………2,200 千円

・海水浴場運営 費……………649 千円

土　木　費

・ 阿弥陀JII下線道路改良工事費………56,000千円

・ 阿弥陀J11下線舗装新設工事費………17,670 千円

・ 村 道 補 修 工 事 費 … … ……9,000 千 円

・ 除 排 雪 経 費 … … … … …17,831 千 円

・ 準用河JI呻 沢JII河jll改修事業………21,000 千円

・ 河 川 維 持 管 理 工 事 費 …･3,000 千 円

整備される瀬辺地漁港

消　防　費
郷 新 円

……………]]｢j:2ﾙ4 宍j｣.9%)｣

・広域消 防事務組合負担金49,941 千 円

・防かﾐｭﾆﾃｲｾﾝﾀｰ 新設工事(3棟)26,65仟 円

・警 鐘 台 建 設( ２基) … ……3,400 千 円

教　 育　 費
讖 忸 柵

]j……j自,]](11 こIJj°,a％)

・ 小 学 校 費 … … … … … …24,015 千 円

・ 中 学 校 費 … … … … … …21,211 千 円

・ 幼 稚 園 費 … … … … … …20,775 千 円

・ 公 民 館 費 … … … … … …37,871 千 円1

・ ス キ ー 場 運 営 費 … … ……2,501 千 円

・ 玉松台スポーツガーデン管理費……4,406 千円

・ 給 食 セ ン タ ー 繰 出 金 …36,947 千 円

災害普及費
5,257 千 円

|ぐJ(……lぴ3  %)

河川災害復旧事業………4,940千円

公　債　費
雄 鎖?

大

円

…

…11ﾐjj｣
ﾂﾞ
白]｢

万万U万1｢l｣2.｣| ％)

・元金……………………125,489 千円

・利子……………………109,053 千円

予　備　費
6,043 千 円

IJ……yｽ( 0.3%)
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特
別
会
計
の
予
算

学校給食センター 特別会計

繰　　入　　金

36,947千円

67.8%

給食負担金

17,571

千円

32.2%

繰越金

20千円

0.0％

歳　　入　　　　54,538千円

歳　　出　　　　54,538千円

総　　務　　費

36,917千円

67.7%

給　　食　　費

17,621千円

32.3%

国民健康保険 特別会計

国 庫支 出金

148,071千円

46.1%

国民健康保険棍

121,684千円

37.8%

その他

51,693

千円

16.1%

歳　　入　　　321,448 千円

歳　　出　　　321,448 千円

保 険 給 付 費

206,933千円

64.4%

老人保健拠出金

98,433

千円

30.6%

その他

16,082

千円

5.0%

老 人 保 健 特別会計

支払基金交付金

260,948千円

68.2%

国庫支出金

80,080

千円

21.0%

その他

41,403

千円

10.8%

歳　　入　　　382,431 千円

歳　　出　　　382,431 千円

医　療　諸　費

380,948千円

99.6%

その他

1,483

千円

0.4%

平成５年度村の予算●4

●

一
般

会

計
　

村

民

一
人

あ

た

り

出

る

お

金

議 会 費
16,830円

総 務 費
107,544円

民 生 費
59,641円

衛 生 費
41,187円

労 働 費
144円

農林水産業費

57,154 円

商 工 費
1,563円

土 木 費
57,821円

消 防 費
23,840円

教 育 費
57,184円

災害 復|日費

1,305 円

公 債 費
58,242円

予 備 費
1,501円

※平成５年４月１日現在人口

（見込み）　　　　4,027人



豊かな長寿社会をめざして！　　

健康づくり大会

二
月
二
十
三
日
（
火
）
、
王
松

公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
四
年
度

蓬
田
村
健
康
づ
く
り
大
会

が
、「
豊

か
な
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て
、
み

ん
な
で
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
よ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
約
二
百

二

十
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

健
康
で
長

生
き
し

た
い
と
い
う

願

い
は

だ
れ
で
も
持
っ
て
い
ま
す
。

し

か
し

、
長

い
人
生

、
無

病
息
災

と
い
う
訳

に
は
な

か
な

か
い
き
ま

せ
ん
。
多
く

の
人

々
が
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
問

題
を
抱
え
な

が
ら
生
活

し

て

い
ま
す
。

そ
こ
で

、
村
民
の

生
涯
に

わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
目

指
す
た

め
に
、
暮
ら
し

の
基
本
に

「
健
康
」
を

掲
げ
、
村
民

の
関
心

を
高
め
な

が
ら
地
域

の
健

康
問
題

に
つ

い
て

、
行

政

と
住
民

が
共
に

意
見
を
出
し
合

い
、
対

策
づ
く
り

を
進
め
て

い
く
主
旨
で
行

わ
れ
ま

し

た
。

大

会
は

、
午

前
九
時
四

十
五

分

か
ら
始
ま
り

、
坂
本
助

役
の
挨
拶

に
続

い
て
来

賓
の
坂
本
重
彦

村
議

会

副
議
長
、
赤
平

青
森

保
健
所
次

長
よ

り
祝
辞

を
い
た

だ
き
、
そ
の

後
、
小
野
民
生

課
長
よ
り

こ
れ
ま

で

の
経
過

が
報

告
さ
れ
ま
し

た
。

続
い
て
、
蓬
田

村
の
健
康
問

題
に

つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野

か
ら

課
題

が
提
示

さ
れ
、
工

藤
美

智
子

村

保
健
婦

が
「
蓬
田

村

の
保

健
福

祉
の
実
態
に
つ

い
て
」
、
三
和

千

枝
子

青
森
保
健
所

保
健
婦

が
「
青

森

保
健
所
管
内

の
痴
呆
老
人

の
実

態

に
つ

い
て
」

、
ま
た
武
井
良

子

村

ホ
ー

ム
ヘ
ル

パ
ー

が
「
ホ
ー

ム

ヘ
ル

パ
ー

の
活

動
か
ら
」

と
題
し

て

そ
れ

ぞ
れ
発

表

が
あ
り
ま
し
た
。

そ

の
後
、
「

い
き

い
き
し

た
老
後

を
過

ご
す
た

め
に
、
今

、
家

庭
で

や

れ
る
こ

と
、
地
域
全
体

で
や
れ

る
こ
と
は
何

か
」

を
テ

ー
マ
に
参

加
者

全
員

が
五

グ
ル
ー

プ
に
別
れ
、

活

発
な
討
議

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

午
後
は
、
森
繁

春
村
健

康
づ
く

り

推
進
協
議
会
長

よ
り
、
来

年
度

の
活

動
重
点
目

標
（
各

グ
ル
ー

プ

で
話
し

合
わ

れ
た
意

見

、
要

望
を

取
り

ま
と
め

た
も
の

）
が
次
の
と

お
り

発
表
さ

れ
ま
し

た
。

①
　

地
域
そ
ろ

っ
て
健
診
を
受
け
、

上

手
に
活
用
し

、
病
気

や
寝
た

き
り
を
な
く
し

、
健
や

か
な
長

寿

を
め

ざ
し

ま
し
ょ

う
Ｏ

②
　

年
を
と

る

ご
と
に
、
日

ご
と

に
元

気
で
、

や
る
気
、

根
気
で

趣

味
に
取
組
み

、
進
ん
で

外
へ

出
て

、

ボ
ケ

を
予
防
し
ま
し

よ

③
　

偏
食
を
な

く
し

、
自
分

に
あ

っ
た
運
動
で
若

さ
を
保
ち

、
成

人

病
を
予
防
し

ま
し
ょ
う

。

④
　

若

い
う
ち

か
ら

老
後
の
設

計

を
し

、
生
き
生

き
し

た
老

後
を

自
分
で
っ

く
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
　

家

族
、
近
所
仲

よ
く
つ

き
あ

い
、
地

域
の
和

づ
く
り
に
つ

と

め
ま
し
ょ

う
Ｏ

以
上
五

項
目

を
参
加
者
全
員

、

健

康

づ
く
り

の
目

標
と
し
て

、
万

を
合
わ
せ
取
り

組
ん
で
行
べ

こ
と

を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

引

き
続
き

、
常
盤
村
連

合
老
人

ク
ラ

ブ
会
長
小

山
内
正
男
先

生
よ

り

、
「
長
寿

社
会
を
元
気

に
過

ご

す

た
め
に
は
」
と
題
し
て

講
演
と

、

「

ボ
ヶ
な

い
た

め
」
の
運
動

、
自
隠

禅

師
独
按
摩
法

を
紹
介
し
て

い
た

だ
き
、
来

賓
、
参
加
者

全
員

が
、

熱
心

に
話
し

を
聞

く
と
共

に
按
摩

法

の
実
技
に
取

り
組
み
ま
し

た
。

最

後
に

、
島

谷
カ
ツ
予

青
森
保

健
所

健
康
増

進
課
長
よ
り

「
長
生

き
す

る
時
代

に
寝
た
き
り

、

ボ
ヶ

等

、
生
き

が
い
を
失
っ

た
老

人
に

な
っ
て
は

い
け

な

い
。
そ

の
た
め

に
は
成
人
病

を
予

防
し

、
家

庭
や

地
域

の
中
で

役
割
を
持

つ
な
ど
し

て
目

的
意
識

の
あ
る
生
活

を
心

が

け
て

い
く
こ

と
が
大
事
で
あ

り
、

地
域

の
中
で
助
け

た
り

、
助
け

ら

れ
る
よ
う
な
仲
間

づ
く
り

を
す

る

こ

と

が
今
後

は
と
て
も
大

切
な
時

代

に
な
る
」

と
再

度
強
調

さ
れ
ま

し

た
。

5●村健康づくり大会から



村連合ＰＴＡ研修会

二
月
二

十
八
日

（
日

）
中

央
公

民

館
に
お

い
て

、
平

成
四
年
度
蓬

田

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
修
会

が
、
幼

稚
園
か
ら
高
等

学
校
ま
で

の
会

員

と
教
育
関
係
者

約
百
十
人

が
出

席

し

、
学
校
五
日
制

の
問
題
点

な
ど

を
話
し

合

い
ま
し

た
。

十
四

回
目

を

迎
え

た
研

修

会

は
「
豊
か

で
健
や
か
な
蓬
田

っ
子

を
育
て
る

た
め
、
親
た
ち

は
今
、

何
を
な
す

べ
き
か
」

を
テ

ー

マ
に

問
題
点
を
出
し

合

い
、
今

後
の
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
在
り

方
を
問

い
、
積
極
的

に
活
動
す

る
こ
と
を
目

的
に
開
か

れ
ま
し

た
。

開
会
式

で
は
工

藤
義
則

会
長

が

「
学
校
五

日
制
実
施
に

と
も
な

い

青
少
年

の
健
全
育
成
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

の

役
割

が
注
目

さ
れ
て

い
る
。
今
日

の
研
修
会

で
生
の
声
を
出
し
合
い
、

今
後
の
活

動
に
実
り
あ

る
研
修
会

と
な

る
よ
う

期
待
す

る
」
と
あ

い

さ
つ
。

続
い
て
束
一
雄
蓬

田
小
教

頭

、
大

沢
由
博
蓬
田
中

教
務
主
任

か
ら

、
九
月

か
ら

の
学

校
五

日
制

実
施

に
つ
い
て
、
四

回
の
状
況

と

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
報

告
し
、
問

題
提
起
し

ま
し
た
。

こ
の
後
、
全

員

が
「
今
、
子

ど
も

た
ち

が
変

わ

る
」

と
い
う
学
校
五

日
制
で
実
施

し

た
テ

レ

ビ
討
論
会

の

ビ
デ
オ
観

賞
し

、
県

内
の
親

と
子

ど
も

の
考

え
方

、意
見

を
参

考
に
し
ま
し

た
。

昼
食

後
、
小

・
中

学
校

ご
と
に

行
わ

れ
た
分
科
会

で
は
、
五
日

制

に

お
け

る
休
日

の
過

ご
し
方

と
教

育
全
般

に
つ

い
て
討

論
「
一
人

遊

び
が
多

く
干

ど
も
た
ち

が
遊

び
方

を
知

ら
な

い
の
で

は
」
、
「

と
か
く

親

が
規
制
し
て
し

ま
う
な

ど
過
干

渉
で

は
」
、
「
自
由

に
な
っ

た
時

間

を
好

き
に
さ
せ

、
自
主
性

を
育
て

る
良

い
機

会

に

し

て

は

」
、
「
中

学
校

で
は
部
活

動
に
参
加
し

て
、

そ

ん
な

に

変

わ
り

な

か
っ

た
」

「
学
習
の

進
み

方

が
早
く

な
っ
た

の
で
戸
惑
っ
て

い
る
」
、
「

父
親
の

果

た
す
役
割

は
社
会
的
に
重
要

、

手

を
取
り
合

っ
て
子
育
て

に
進
ん

で
い
か
な
け

れ
ば
」
な

ど
の
意
見

が
多

く
出
ま
し

た
。

終
り
に

奈
良

良
成
教
育

長

が
。

「
学
校
五
日
制

は
始
ま

っ
た

ば
か

り
、
見
本
も
モ
デ
ル
も
な
い
。
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
一
歩
一
歩
積
み
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
目
標
が
達
成
さ
れ

る
。
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
密
に

し
て
頑
張
っ
て
ば
し
い
」
と
講
評

し
ま
し
た
。

村連合ＰＴＡ研修会● 6
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村
教

育

功

労

表
彰

式

団
体
二
・
個
人
六
名

三
月

十
九
日
（

金

）
中
央
公
民

館
に

お

い
て
、
平

成
四

年
度
村

教

育
功

労
表
彰
式

が
開
催
さ

れ
ま
し

た
。こ

の
表
彰
は

、
毎
年
村

の
教
育

（
子

供
会

、
青

年
会
、
婦
人
会

、

Ｐ
Ｔ
Ａ

、

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術

、
文

化

）
に
著
し
く
貢

献
し

た
個
人

及

び
団

体
を

た
た
え

る
も
の
で

、
今

年
は
個
人
６
名

、
二

団
体

が
表

彰

を
受
け

ま
し

た
。

受

賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
団
体

（
ス
ポ
ー

ツ
）

▼
高
田
昭

治
（
郷
沢

）
▼

青
木

弘

美
（
阿

弥
陀
川

）
▼
中

川
昭
仁

（

郷
沢

）
▼
小
松

依
子

（
蓬
田

）

▼
大
宮
正

志
（
郷
沢

）
▼
青
木

一

義
（

郷
沢
）
　〈
県
民

体
育
大
会
卓

球
競
技

第
二

位
〉

▼
坂
本
三

千
雄
（
中

沢

）
▼
木
戸

弘
（
㈲
辺

地

）
▼
工

藤
茂
芳

（
長

抖

）
▼

坂
本
英
夫

（
長

科

）
▼

高

田
吉
松

（
郷
沢

）
▼
八

幡
重
五
郎

（
高

根
）
　〈
県
民
体

育
大
会

ゲ
ー

ト

ボ
ー
ル
競
技
第
二
位
〉

○

個
人

（
ス

ポ
ー
ツ
）

▼
坂
本
豊
昭

（
長
抖

）
▼
久
慈

優

子

（
広
瀬

）
▼
小
松

美
由
紀

（
蓬

田

）
〈
県
民
体
育
大

会
陸
上
競

技

）

○

個
人

▼
工

藤
久
子
（
中

沢

）
　〈
単

位
婦

人
会
長
三

期
、
小

作
Ｐ

Ｔ
Ａ

役
員

十
七

年
〉
▼
佐
井

勝
治
（

広
㈲
）

〈
村
子
供
会
育
成

会
会
長
四

期
、

八

年
〉
▼
工
藤
正

一
　（
中
沢

）

〈
傘
松
川
柳
同
好

会
の
設

立
・
指

導

、
二

百
句
集

の
刊

行
〉

（
敬

称
略
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

村スキー大会
ナイターにて開催

二
月
二

六
日

（
金

）
午

後
六
時

三

十
分
か
ら
村

ス
キ
ー
場

に
お

い

て
、
第
二
回
村

ス
キ

ー
大

会
（
村

体
育
協
会

ス
キ
ー
部
主
催

）

が
開

催
さ
れ
、
選
手
二

十
八

名

が
参
加

し

ま
し
た
。

競
技
は

、
左

右
二

つ
セ
ッ
ト
し

た
コ
ー

ス
を
二

人
同
時

に
ス
タ
ー

ト

す
る

デ
ュ
ア

ル
形
式
で
行
わ
れ
、

二

回
の
合
計

タ
イ

ム
を
競
い
合

い

ま
し
た
。

選
手
に

と
っ
て
は

、
雪
不

足
で

日
頃
十
分

な
練
習

が
で
き
な

い
ま

ま
の
大
会

と
な
り
ま
し

た

が
、

ど

の
選
手

も
懸
命
に
赤

、
青
の
旗
門

を
く
ぐ
り

ぬ
け
記
録

に
挑
み
ま
し

た
。人

賞
者

は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
小
学

生
【
低
学

年
男
子
の
部

】

▼
一
位
　

工

藤
幸

樹
（
長
科

）

○
小
学

生
【
低
学

年
女
子

の
部

】

▼
一

位
　

清
水

彩
子
（
蓬
田

）

○
小

学
生

【
高
学

年
男
子
の
部

】

▼

一
位
　

山
舘
雅
弘
（

㈲
辺
地

）

▼
二

位
　

工

藤
祐
輝
（
長
科

）

▼
三

位
　

東
沢
拓
（
阿
弥

陀
川

）

▼
四

位
　

坂
本

悟
一
　（
長
科

）

▼
五

位
　

福
田
康
寿
（

郷
沢

）

▼
六
位
　

川
崎
秀
瞶
（

広
㈲

）

○

小
学
生

【
高
学
年
女
子

の
部
一

▼
一
位
　

木
村
優
子

（
蓬
田

）

○

中
学
生

【
男
子
の
部
一

▼
一
位
　

坂
本
恭
一
　（
長

抖

）

▼
二
位
　

古
川
誠
（
阿

弥
陀
川

）

▼
三
位
　

越
田
正
也
（

㈲
辺
地

）

▼
四
位
　

工

藤
達
也

（
郷
沢

）

▼
五
位
　

木
村
　

悟

（
蓬

田

）

▼
六
位
　

越
田
和

人
（

㈲
辺
地

）
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出会いを求めて！

第５回青森県青年の船

今

年

九

月

に

予

定

県
で
は
、
青
年
の
自
己
啓
発
と

友
情
と
連
帯
感
を
養
い
、
国
際
的

視
野
を
拡
げ
よ
う
と
今
年
も
「
青

森
県
青
年
の
船
」
を
出
航
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
船
は
、
二
年
に
一
回
行
わ

れ
て
お
り
、
本
村
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
十
一
名
の
方
々
が
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
の
予
定
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
訪
問
国
　
中
華
人
民
共
和
国

大
韓
民
国

○
実
施
時
期

平
成
五
年
九
月
十
二
日
㈲
～

同
年
九
月
二
十
五
日
出

○
使
用
船
　
新
さ
く
ら
丸

二

七
、三
八
九
卜
匸

参

加

し

た

い

方

へ

県
全
体
で
は
、
三
五
〇
人
で
す

が
、
蓬
田
村
に
は
二
名
の
割
り
当

て
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
年
令
　
概
ね
三
十
才
ま
で

○
負
担
金
　
十
六
万
三
千
円

申
し
込
み
と
詳
し
い
こ
と
を
知

り
た
い
方
は
、
四
月
末
日
ま
で
役

場
内
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

あ
す
な
ろ
尚
学
院

青
森
校
の
学
院
生
募
集

「
あ
す
な
ろ
尚

学
院
」
は

、
高
齢
者
の
生
涯

学
習

と
社
会
参

加

活
動
に
よ

る
生

き

が
い
の
創
造
を
目
指
し

、
青
森
県

教
育
委

員
会

が
開
設
し
て

い
る
「
五

十
歳
か
ら
の
大

学
」
で
す
。

あ

な
た
も

、
健

康
・
文
化

・
歴
史
・
産
業

経
済
な

ど
幅
広

い

分

野
の
体
系
的

な
学
習
を
通
し

て
、
豊

か
で

み
の
り
あ

る
暮
ら

し

を
し

て
み
ま
せ

ん
か
。

―
　
期
　

間
　
　

平

成
五

年
五
月

～
十
二
月

二

か
月
四

～
五
日

程
度

）

２
　

場
　

所
　
　

青
森
市
中

央
市

民

セ
ン
タ
ー

（
青
森
市

松
原
一
丁

目

）

〈
旧
青
森
市

中
央
公
民
館

〉

３
　

内
　

容
　
　

今
年
度

は
「
健
康
」
「
文

化
」
「
歴

史
」

「
産
業

経
済
」
の
四
科
目

を
各
十
五

時
間

（

年
間

六
十
時
間

）
と
ク
ラ

ブ
活
動

等

来
年
度

は
「
生
活
」
「
文

学
」
「
地

域
社

会
学
」
「

環
境
」
の
四
科
目

※
学
習
内

容
の
詳
細

は
、
蓬

田
村

教
育
委

員
会
社
会

教
育
課
へ

４
　

募
巣
人
員
　

東
青
地
区

全
体
で
、
五
十

歳
以

上

の
方
四

十
人
（
申
し

込
み
多
数

の
場

合
は
抽

選
と

な
り
ま
す
。）

５
　

申
し
込
み
　

平

成
五
年
四
月

十
二

日
（
月

）
～

二

十
四

日
（

土
）

６
　

問
合
せ
先
　

蓬
田

村
教
育
委

員
会

下

Ｅ

Ｌ
二

七
丿
ニ

ー
　匸

）

教育委員会から●8

参加者募集



健康ひとくちメモフ
キ
ノ
ト
ウ
に
春
を
感
じ
る
こ

の
頃
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
蓬
田
村
で
は
、
昭
和
六
十
三

年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
の
五
年
間

に
亡
く
な
っ
た
方
百
七
十
九
名
の

う
ち
、
癌
で
亡
く
な
っ
た
方
は
五

十
一
名
と
死
因
の
ト
ッ
プ
を
、
又

長
年
村
の
健
康
問
題
で
あ
る
ア
タ

リ
（
脳
卒
中
）
が
四
十
三
名
、
心

臓
病
が
三
十
三
名
と
、
全
死
亡
者

中
の
七
割
を
以
上
の
三
大
成
人
病

●･Ｓ６３～ Ｈ ４ま で の 蓬 田 村 の

死 亡 状 況･･l
一 一

が
占
め
て
い
ま
し

た
。
検
診
で
の
早

期
発
見
・
早
期
治

療
で
な
お
る
癌
。

今
月
は
、
癌
の
中

で
も
「
肺
癌
」
に

つ
い
て
の
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼

急

増

す

る

肺

癌

図
２

は
昭
和
三

十
五

年
以

降

方

ン
で
亡

く
な
っ

た
人
達

の
臓
器
別

ガ
ン
死

亡
率
の
推

移
（
全
国

人
口

十
万
対

）
を
の
せ
て

い
ま
す
。
こ

れ
を
み

る
と
、
日
本
人

の

ガ
ン
の

特
色
と
し
て
胃

ガ
ン
が
圧

倒
的
に

多

い
こ

と
が
わ
か
る

と
と
も
に
、

肺

ガ
ン
が
胃

ガ
ン
に
つ

い
で
第
２

位
の
死
亡
率

で
あ
る
こ

と
が
わ
か

り
ま
す
。
胃

ガ
ン
は
最
近

減
少
す

る
傾
向

が
み

ら
れ
て

い
ま
す

が
、

こ
れ
に
は
検

診

が
大

い
に

役
立
っ

て
い
る
よ
う
で

、
検
診
で

は
早
期

の
胃

ガ
ン
で
発
見

さ
れ

る
率

が
高

い
為

多
く
の
人

が
釛
っ
て
い
ま
す
。

し

か
し

、
こ
こ
三

十
年
間
で
死

亡

率

が
約
六
倍
に
増
え

て

い
る
肺
が

ン
は
、
近

い
将
来

に
は
胃

ガ
ン
を

抜

い
て
ト

ッ

プ
に
な
る
だ
ろ
う

と

予
想

さ
れ
て

い
ま
す
。

死
亡
年
齢

を
見

る
と
、
男
女

と
も
に
七

十
歳

代

が
も

っ
と
も
多
く

、
つ

い
で
六

十
歳
代

・
八

十
歳
代

・
五

十
歳
代

と
続
く
こ

と
か
ら
、
肺

ガ
ン
は
高

齢
者

が
か
か
り
や
す
く

、
発
見

が

難
し

い
こ
と
か
ら
洽
り

に
く

い
と

い
う

特
色

が
あ
り
ま
す
。

平

成
元

年
度
か
ら
始

っ
た
蓬
田

村
の
肺
癌

検
診
で
は

、
七

十
代
以

上

の
肺
癌
（

疑
い
を
含

め
）
の
人

が
四

名
（

男
一
名
女
三
名

）
発
見

さ
れ
ま
し

た
が
、
高
齢

の
為

全
員

手

術
治
療
ま

で
は
で
き
な

か
っ
た

よ
う

で
す
。
蓬
田

村
の
過

去
五

年

間

の

ガ
ン
死
亡

者
五

十
一
名

の
う

ち

、
肺

ガ
ン
で

亡
く
な
っ

た
人

が

十
五

名
⊇
一
十
％

）
で

一
番
多
く

、

胃

ガ
ン

が
十
三

名

二
一
十
五
％

）

と
、
囗
本
の

ガ
ン
死
亡
傾
向

が
逆

転
し

た
状
況

と
な
っ
て

い
ま
す
。

十
五
名

（
男
十
一

名
女
四

名

）
の

う
ち
村

の
検
診
で

発
見
さ

れ
た
人

は
一
名

だ
け
で

、
他

は
自
覚
症

状

が
あ
っ

て
病
院
受

診
を
さ

れ
た
人

達
で
し

た
。

死
亡
時

七
十
代
以
上

た
っ

た
人

が
七
十
三
％

と
高
齢
者

が
ほ

と
ん
ど
で
し

た
。

▼

肺

門

ガ

ン

と

肺

野

ガ

ン

肺

ガ
ン
は
で
き

る
場
所

に
よ
っ

て
肺
門

ガ
ン
（
主
に
気
管

支
に
近

い
と
こ
ろ

に
で
き
る

ガ
ン
）
と
、

肺
野
ガ
ン
（
気
管
支
の
未
梢
か
ら

肺
の
す
み
ず
み
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
で
き
る
ガ
ン
）
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
肺
門
ガ
ン
は
、
太
い
気
管
支

に
で
き
る
の
で
咳
や
血
痰
な
ど
の

主
な
症
状
で
か
ぜ
と
ま
ち
が
い
や

す
く
、
又
、
肺
野
ガ
ン
は
、
か
ら

だ
の
外
へ
症
状
が
出
に
く
い
の
が

特
徴
で
す
。
そ
の
為
、
肺
門
が
ん

ば
自
覚
症
状
や
喀
た
ん
検
査
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
肺
野
ガ
ン
は
検
診
に
よ

る
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
発
見
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
肺
は

血
管
が
多
く
リ
ン
パ
系
が
発
達
し

て
い
る
為
に
、
他
の
ガ
ン
に
比
べ

進
行
・
転
移
し
や
す
く
、
残
念
な

こ
と
に
受
診
す
る
人
の
約
三
分
の

二
は
手
遅
れ
の
状
態
で
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼

タ

バ
コ

と
肺

ガ
ン

の

深

い
関
係

肺
ガ
ン
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
な
か
で
も
タ
バ
コ
と

の
関
係
は
深
い
よ
う
で
す
。
喫
煙

量
が
多
い
ほ
ど
、
乂
喫
煙
開
始
年

齢
が
若
い
ほ
ど
肺
ガ
ン
の
危
険
性

は
高
く
な
り
ま
す
。
蓬
田
村
の
検

診
で
発
見
さ
れ
た
四
名
の
う
ち
夕

バ
コ
を
吸
う
人
は
一
名
で
喫
煙
指

数
は
九
百
九
十
で
し
た
。
喫
煙
指

数
が
、
「
一
日
の
喫
煙
本
数
×
喫

煙
年
数
（
例
二
十
本
×
二
十
年
＝

四
百
）
」
六
百
以
上
で
あ
れ
ば
、

胸
部
Ｘ
線
写
真
と
喀
た
ん
検
査
の

二
つ
を
肺
ガ
ン
検
診
と
し
て
受
け

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

発
見
さ
れ
た
四
名

の
う
ち
三
名

は
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
達
で

し
た
の
で
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

人
も
高
齢
者
も
検
診
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
年
に
一
度
は
肺

ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平 成 ５ 年 の

総 合 健 診

(肺･胃･大腸癌

基 岑 健 診)

●６月10 日(木)

～11 日廟

●６月14 日(月)

～18 日噺

以上の７日間の

日程で行います。

５月には各地区

の保健協力員が

皆さんのお宅に

まわります。申し

こみは各地区の

保健協力員へ｡/

9 ●保健コーナー

ガンの予防

肺ガン



４月は『土地月間』です
● 土 地 売 買 の と き に は 、

ま す 、 地 価 公 示 価 格 を 調 べ ま し ょ う

土地の形状、道路の条件、駅からの距離、上下水道の整備状況などの土地の条件を標準地

と比較すれば、対象地のおおよその価格がわかります（地価公示価格は１月１日現在の価格

ですので、その後の地価動向も考慮する心要があります）。土地売買のときには、まず、地

価公示価格を調べ売買の目安として下さい。標準地は、みなさんの身近なところにあります。

● 地 価 公 示 は 市 役 所 ・ 町 村 役 場 で

簡 単 に 閲 覧 で き ま す 。

標準地の地価、標準地が接する道路の種類、幅員、標準地の周辺の土地利用状況等を細か

く記載した地価公示の関係書面は、東京圏、大阪圏、名古屋圏内の市区町村と人口５万以上

の市では各市区役所及び町村役場とその出張所に、その他の市町村では市役所及び役場に、

その都道府県内のものが全部揃えられていて、誰でも簡単に閲覧できます。

● 無 料 相 談 会 へ 気 軽 に お 出 か け 下 さ い

･・期 日　 平 成 ５年 ４ 月 ９ 囗 （金 ） 午 前10 時 ～12 時 、 午 後 １ 時 ～ ３時

･・場 所　 青 森 市 文 化 会 館 ３階 小 会 議 室 ４

･・相 談 員　 青 森 県 部 会 員　 不 動 産 鑑 定 士 等

･・実 施 主 体　 日本不 動 産鑑 定 協会 青 森県 部会　S･･･後 援　 国 土 庁・青 森 県・青 森 市

三

沢

基

地

内

大

学

学
生
募
集
！

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
あ
な
た
の
実
力
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
ま
、
三
沢
基
地
内
に
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル

ー
テ
キ
サ
ス
短
期

大
学
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
、
チ
ャ
ッ
プ

マ
ン
大
学
（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）
で
は
平
成
５
年
度
の
学
生

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
し
ま
す
と
ア
メ
リ
カ
の
本
校
と

同
じ
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

▼
応
募
資
格

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
で
、
青
森
県
内
に
住
所
を
有

し
て
い
る
方
、又
は
そ
の
子
弟
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

○
高
等
学
校
土
竿
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
者

○
短
期
大
学
又
は
大
学
を
卒
業
し
た
者

▼
募
集
期
間

平
成
５
年
４
月
１
日
～
４
月
3
0日

▼
募
集
人
員

４
大
学
合
わ
せ
て
4
0名
程
度

▼
選
考
試
験

第
１
次
試
験
／
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
・
Ｉ
Ｔ
Ｐ
（
英
語
試
験
）

平
成
５
年
５
月
1
6日
（
日
）

第
２
次
試
験
／
面
接
試
験

平
成
５
年
６
月
2
0日
（
日
）

＊
入
学
は
平
成
５
年
８
月
2
3日
（
月
）
の
予
定
で
す
。

▼
問
合
わ
せ
先

財
団
法
人
青
森
県
国
際
交
流
協
会

〒
０
３
０
　
青
森
市
安
方
一
丁
目
１
番
4
0号

青
森
県
観
光
物
産
館
７
階

電
話

ヨ
七
七一
三
予
言
二

各課からお知らせ● 10



四
月
分
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

農
林

漁
業

・
自
営
業

・
学
生
な

ど
の
第
一
号

被
保
険
者

が
納
付
す

る
国
民
年
金

保
険
料

が
平
成
五

年

四

月
分

か
ら
月

額
一
万
五
百
円

に

な
り
ま
す
。

た

だ
し

、
付

加
保
険
料

は
変
更

あ
り
ま
せ

ん
。

「
ま

た
、
保
険
料

が
上

が
る
の

？

」

と
不
満

で
し

ょ
う

が
、
ま
す

ま
す
進
展
す

る
高
齢
化
社

会
に
む

か
っ
て
安
定
し

た
年
金
制
度

を
維

持
す
る

た
め
に
は
、
年
金

額
と
そ

の
財
源
で
あ

る
保
険
料

の
バ
ラ

ン

ス
を
保
っ
て

い
か
な
け

れ
ば
な
り

せ
ん
。

そ
の
た
め
、
年
金
額
の
引
き
上

げ
や
受
給
者
の
増
加
に
伴
う
年
金

給
付
費
増
に
対
応
す
る
た
め
に
、

保
険
料
を
毎
年
引
き
上
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。年

金
制
度
は
、
世
代
と
世

代
の
社
会
的
な
支
え
合
い
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

事 業 主 の 皆 さ ん へ

労働保 険の 申告・納付 はお済 みです か

でに1 ｽ ｽ゙ﾞJｽﾞｵ ヰ
保険料の申告の時期がきました。

提出期限は５月17日です。

早めにお近くの銀行又は郵便局等へ提出・納付

して下さい。

又、申告・納付が同時に出来ないときは、申告

書を最寄りの労働基準監督署又は、青森労働基準

局・県雇用保険課へ提出し納付について御相談下

さい。

なお、蓬田村の申告書受け付け及び作成指導を

次の日程で行いますので御利用下さい。

日時　平成５年４月16日

午前10時～午後３時まで

場所　青森市文化会館４階小会議室１

青森労働基準局

青森県雇用保険課

東 北 電 気 通 信 監 理 局 か ら の お 知 ら せ

平成５年度の電波利用保護旬間のキャッチフレ ーズ

『ル ー ル を 守 っ て、 ク リ ー ン な電 波 環 境 』

６月１ 囗から６月10日までは、電波利用保護旬間です

不法市民ラジオ、不法パーソナル無線などから発射

される不法電波は、テレビ・ラジオに対する受 信障害

ばかりか、人命にかかわる重要無線通信を防害して、

多くの人が迷惑し ます。

無線機は、免許 を受 けルールを守って正しく使いま

しょう。

◇免許を受けないで、無線局 を開設し たり、運用する

と罰せら れます。

◇アマ チュア無線機やパーソナル無線機の不法改造は

や めましょう。

◇コードレ ス電話は認定マ ークの付い たものを使いま

しょう。

郵政省　東北電気通信監理局

協　賛　東北電波環境保護協力会

電 波障害でお困りの方は、当局へご連絡ください。

〒980-95　 仙台市青葉区本町三丁目2 －23

東北電気通信監理局　電気通信部監視課

電話番号　022-221-0641

保険料は

４月から

10,500円

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄一 交通安全は家庭から

゛門 禁 門 ”　　　
青森県交通対策協議会

22 月 累　計

死
者
の
つ
ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ２

発

生
546

(601)

1,182

(1,183)

高　 齢　 者　 の　 死　 者 ４

ｙ
｜
卜
ベ
ル
ト

着　 用　　義　 務　　者
(着けなければならない人)

５
死

者
8

(4)

１２

(9) . 非　　　着　　用　　　者
(着けていなかった人)

５

傷

者

656

(727)

工, 362

(1,447)
着けていれば

助かったと思われる人
３

（　 ）内は 前年。累計は１月から

春の全国交通安全運動

実施期間　　　　　　　　　　　　　　 運動の重点
４月６日（ 火）～15 日（木）　　　　　　　１．子どもと高齢者等の交通事故防止

スローガン　　　　　　　　　　　　　　２．飲酒運転の追放
～かけこむな　　　　　　　　　　　　　３．シートベルトの正しい着用の徹底

青のまばたき　もうきけん～　　 ４．違法駐車の締め出し

毎月１日は交通安 全家庭の日　　　　　10 日、20日、30 日は交通事故ゼロの日

=シートペルト しめる 心が 身を守る

平成５年度交通安全年間スローガン

☆　飲酒運転　しない　させない　みのがさない
みどりの週間

(4月23～29日)

11 ●各課からお知らせ



い
ま
で
は
「
あ
っ
て
当
た
り
前
」
の
よ
う
な
も
の
で

も
、
一
昔
、
二
昔
前
か
ら
み
れ
ば
「
夢
物
語
」
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
カ
ー
ド
電
話
や
衛
星
放

送
の
開
始
な
ど
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
今
日
に
お
け
る
電

子
レ
ン
ジ
や
ビ
デ
オ
な
ど
と
い
っ
た
も
の
の
普
及
を
。

い
っ
た
い
だ
れ
が
予
測
で
き
た
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
二
十
一
世
紀
は
ど
ん
な
世
界
に
な
る
の

か
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
予

測
し
た
の
が
、
科
学
技
術
政
策
研
究
所
が
ま
と
め
た
技

術
予
測
調
査
で
す
。
専
門
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

も
と
に
、
科
学
技
術
の
進
歩
を
予
測
し
た
三
十
年
後
の

未
来
－

あ
な
た
も
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

川柳北緯41°／30年後の世界●12

三
十
年
後
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う



５回目を迎える技術予測調査。ここで紹介し

たのはほんの一部に過ぎません。調査対象の

分野は「ライフサイエンス」や「宇宙」な

どをはじめとする16分野に分かれ、それぞ

れの細かい内容は、1,149ｲ牛にも上ります。

■デルファイ法による大規模な調査
ｉ　

もうすこし技術予測調査についてみて

みましよう。調査に用いられたのは「デ

ルファイ法」と呼ばれる方法で、同じ

内容のアンケートを繰り返し行うもの
i
です。回答者が、２回目の調査時に前

回の調査結果を見ながら再回答できる

Iため、意見を容易に絞り込むことがで

1ざるのが特徴となっています。

今回の 周査は、産・官・学の研究者

など3,334 人の専門家を対象に、最終

的には2,385 人から回答が得られまし

|だ。このように、多くの専門家を対象

技術予測調査って

どんなものなの？

にした大規模なデルファイ法による調

査は、二の方法を開発したアメリカで

も例をみず、世界各国の関心を集めて

います。

■実現する確率は全体の約６割

一方、この技術予測調査はあくまで

｢予測｣ であることから、当たり外れ

があります。今回、第１[亘]調査(1971

年実施) の結果がどれくらい実現した

のかも併せて発表されていますので紹

介します( 実現、一部実現、非実現の３

段階で評価)。

それによると、第１[亘]の調査が行われ

た時点で1991年以前に実現するだろうと予

測』されたもののうち、実現したのは全体の

約３割(1992 年以降に実現すると予測され

ながら、すでに実現したものを含む)、これに

一部実現したものを加えると約６割に達します。

・
銀
髪
に
　
　
　
　人
柄
に
じ
む
　
　
服
を
着
る
　
　
お
　
富

・
白
髪
ま
で
　
　

誓
っ
た
約
束
　
　

途
中
切
れ
　
　
咲
　
子

・
苦
労
し
た
　
　
杲
報
白
髪
が
　
　
よ
く
似
合
う
　
森
　
勝

・
金
燔
に
　
　
　

夢
を
託
し
て
　
　
共
白
髪
　
　
　
樫
　
吾

・
白
髪
染
　
　
　

毋
の
寝
棺
に
　
　

そ
っ
と
入
れ
　
瓢
　

一

・
年
月
を
　
　
　
チ
と
り
合
っ
た
　
共
白
髪
　
　
　
久
　
子

・
｛

本
の
　
　
　

白
髪
も
言
え
ぬ
　
過
吝
が
あ
り
　
文
　
明

・
女
心
　
　
　
　

ち
ょ
っ
と
残
し
て
　
白
髪
染
め
　
　
栄
　
博

春
だ
／
若
葉
だ
／

身
も
㈲
も
エ
ン
ジ
ン
全
開

さ
あ
、

気
合
い
を
こ
め
て
行
く
ぞ
／

13●川柳北緯41°／30年後の世界



平成５年度自衛官等募集案内 防 衛 庁

募　 集　 種　 目 募 集人 員 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入(校)隊 待遇･その他

高
卒

一
般

２等陸・

海・空士

男 子
陸　約7,000名

海　約900 名
空　約1,700名

18歳以上
27歳未満の者

年間を通じて行っ
ております。　 ｉ

受付時に指定しま
す、　　　　 ※

試験後おおむね
１か月

採用予定通知書
で

お知らせします。

陸上は２年(技術

系３年)、海上･航

空は３年を1期間と

して任用(以降２年

を単位)。なお､曹･

幹部へ進む道もひ

らかれています。

女

子

前期
陸　約100名

空 約50 名 18歳以上

27歳未満の者

４月１日
～５月31日

６ 月 ６ 日 ７ 月23 日 ８月下旬

後期
陸　約650名
海　約190名
空　約170名

８月２日　　　※
～９月30日

10 月 ７ 日 11 月30 日 ６年３月下旬

大

卒

用

幹部候補生

一 般

技 術

(男　子)

陸　約125名
海 約80 名

(技術を含む)
空 約85 名
(女　子)

陸 約20
名

海 約15 名
空 約10 名

22歳以上
26歳未満の者

| 大学院修士課程
修了者(海上技術
幹部候補生志願
者は､理工学課程
修了者に限る.)
及び自衡官は28｣
歳未満

５月10日

～６月18日

１次 ６月26～27日

(27日は飛行要員のみ)

２次 ７月26～28日

１次　７月16日

最終　９月21日
６年３月下旬

入校後1 年で
３等陸･海･空尉

〔大学院修士課
程修了者は　

〕

２等陸･海･空尉

医･歯

薬 剤

ﾖ|
約25名

専門の大卒(見込)
30歳未満の者

薬剤は26歳未満の
者

６月１日

～７月16日
７ 月28 日 10 月 ５ 日 ６年４月上旬

免許取得後
医科･歯科は
２等陸･海･空尉
薬剤科は入校後
１年で３等陸･
海･空尉

貸 費 学生
衛 生

陸･海･空とも
若干名

大学の歯学部歯学科の
専門課程又は大学院の
歯学研究科在学

５年１月20日

～４月５日
４ 月11 日 ６月下旬 卒　業　後

４月分から正規の修

業年限を終る月まで

毎月44,000円貸与技 術 陸･海･空とも
若干名

大学の理学部､工学
部の３、４年次又は
大学修士課程在学

高

卒

用

防衛大学校

学　　　生

推 薦

理工 学専攻
約65 名

(うち女子約５名)
人文社会科学専攻

約10 名
(うち女子若干名)

高　卒(
見込)

21歳未満の者

| 推薦につい
ては

高等学校
長の推

薦等、別途資格｣
が必要です。

９月６日

～９月10日
９月18～19日 11 月 ９ 日

６年４月上旬

修学年限４年

卒業後１年で

３等陸･海･空尉

一 般

理工 学専攻
約345名

(うち女子約20名)
人文社会科学専攻

約80名
(うち女子約５名)

高　卒（見込）

21歳未満の者
（ 自衛官は

23歳未満

）

10月１日

～10月29日

１次11 月13～14日

２次12 月14～17日

１次12 月７日

最終 ６年２月15日

防　 衛　医　 科

大 学 校 学 生
約70 名 高　

卒(見込)
21歳未満の者

10月１日
～10月25日

１次11 月６～７日
２次12 月8～10日

１次11 月30日
最終 ６年２月17日

６年４月上旬
修学年

限６年
医師免許取得後
２等陸･海･空尉

一般曹候補学生

陸　約400名

(うち女子約35名)
海　約390名

(うち女子約25名)
空　約400名
(うち女子約20名)

高　卒（見込）

21歳未満の者
（自衛官は22歳未満

）

８月２日　　　※

～９月13日

１次 ９月19日

２次10 月7～14日

１次　９月30日

最終　11月26日
６年３月下旬

修学年限２年

卒業時

３等陸･海･空曹

曹　 候　 補　 士

陸 約2,100名

(うち女子約90名)

海 約600 名

(うち女子約30名)

空 約700 名

(うち女子約25名〉

高　卒(見込)

27歳未満の者

８月２日　　　※

～９月13日

１次 ９月19日

２次10 月7～14日

１次　９月30日

最終　11月30日

６年３月下旬

～４月上旬

入隊後３年経過

以降

３等陸･海･空曹

航　 空　 学　 生
海 約90 名

(うち女子若干名)
空 約70 名
(うち女子若干名)

高　卒(見込)
21歳未満の者

８月２日　　　※
～９月13日

１次 ９月23日
２次10 月19～24日

３次（空）11月21日
～12月15日

１次10 月８日
２次11 月10日
最終 ６年２月２日

６年３月下旬 入隊後約
６年で

３等海･空尉

看　 護　 学　 生 陸　約105名
高　卒(見込)
22歳未満の女子

10月１日
～10月29日

１次11 月10日
２次12 月２～５日

１次11 月19日
最終 ６年２月１日

６年３月下旬
修学年限３年

看護婦免許取得後
２等陸曹

中卒用 自 衛 隊 生 徒
陸　約250名
海 約60 名
空 約50 名

中　卒(見込)
17歳未満の男子

11
月１日　　　※
～６年1 月４日

１次 ６年１月６日
２次 ６年１月20～

23日

１次 ６年1月14日
最終 ６年２月22日

６年３月下旬
修学年限４年
卒業時
３等陸･海･空曹

中

途

採

用

医科・歯科幹部
ﾖ|

約40 名 医師･歯科医師の
免許取得者

①５月10日～６月11日

②11月
１日～11月26日

③6年1月10日～2月8日

①６月20日
②12月２～５日
③6 年2月17～20日

試験後おおむね
３か月後

採用予定通知書で
お知らせします。

経験年数等により２等陸･海･空尉
～２等陸･海･空佐

技 術 海 上 幹 部 若 干 名 大卒38歳未満の者
６月１日

～７月２日
７ 月11 日 ８ 月31 日 ９月下旬 経験年数等に

より
２等海尉･1等海尉

婦人自衛官(看護) 約10 名

免　 許
取得者

36歳未満
の女 子 前期　

４月１日
～６月11日

後期　10月
１日

～11月24日

前期 ６月20日
後期12 月２～５日

前期 ９月14日
後期 ６年２月10日

前期10 月下旬
後期 ６年３月下旬

経 験 年 数 等 に より

陸 士 長 ～ 陸 曹 長

(免許取得 見込者は筏 期のみ|免許取得
見込者

33歳未満
の女 子

技 術海 曹

大 学 ・

短 大 ・

高 専 卒
約20 名

大学･短大･高専卒

(見込)の者

６月１日

～７月２日
７ 月11 日

10 月 １ 日 ６年４月上旬

３等海曹で入隊し約
３年後幹部候補生
の受験資格かできま
す，

免 許 約10 名

１ 無線通信士等

の国家免許取
得者

2 20歳以上の者

８ 月31 日 ９月下旬
免許の種類により

３等海曹～海曹長

事
務
官
・
技
官
の
採
用
試
験
に
つ

い
て

は
、
防
衛
庁
人
事

局
人
事
第
三
課
又

は
各
防

衛
施
設
局
へ
。

（注） １． ※は平成６ 年３月 新規高等･中 学校卒業予定 者の受付 及び 試験期日については､上 表にかかわらず､文部･労 働両省から示された期日以降 実施します。

２．応 募資格年齢 の計算 日は、各募集種 目ご と異なっておりますので、 それぞ れの 募集要項 で確認 してください。

３．募 集人員は、 採用予定 数 を示 しています。

平成５年度自衛官等募集案内●11



ス
キ
ー
大
好
き
！全

国
大
会
に
も
出
場

今
季
ア

ル
ペ

ン
ス
キ
ー
の
各
種

大
会
で
活
躍
中
の
少
年

が
い
ま
す
。

坂
本
恭

一
君
（
蓬
田
中

一
年
、

長
科
、
父

、
万

蔵
）
は

、
県
中
学

校
ス
キ
ー
大
会

十
一
位

を
皮
切
り

に
、
全
国

ス
キ
ー
大
会

で
は
百
六

七
人
中
、
五

十
五

位
。

ヤ
マ
（

カ

ッ

プ
県
大
会
四

位
、
同
東
北

大
会

四

位
。
岩
木

山

ジ
ャ
イ
ア

ン
ト

ス

ラ

ロ
ー

ム
大
会

九
位
と

い
う

好
成

績
を
治
め
て

い
ま
す
。
因

み
に
村

ス
キ
ー
大
会
で
は
優
勝
し
ま
し
た
。

恭
一
君

の
目

標
は
県
内

一
の
ス

キ
ー
ヤ
ー

に
な
る
こ
と
。
ト

レ
ー

テ

ノ
グ
は

、
昨
年
十
二
月

十
九
日

か
ら
今
年
一
月

七
日
ま
で
北

海
道

で
行

わ

れ
た
合

宿
と
、
部
活

（
野

球

部
の
練
習

）。
ス
タ
ミ
ナ

は
、
好

き
な
焼
き
肉

で
。

と
話
し
て

く
れ

ま
し

た
。

今
季
最
後

の
大

会
、
三
月
二

十

一
日

、
八
甲
ｍ

ス
キ
ー
場
で

の

二

シ
ザ
ワ
カ

ッ
プ
に
意
欲
を
燃

や
し

て

い
ま
す
。

皆

さ
ん
の
温

か
い
声
援
を

お
願

い
し

ま
す
。

み
～
つ
け
た

6

1

村に新しいスクールバスが
配備されました。

スクールバスは窓ガラスが

大きく、色も白地に緑のスト

ライプと、とても明るい色調

になっています。

村では平成５年度中に、も

う一台購入する予定になって

います。

作表定予事行月４
１３４

［
にＤ

冖
ｎ

）

７８０１り
乙

―３１７１
（
り

１０ｎ
乙

４り
乙

（

ｈ
）

９

乙

７Ｑ
乙

９り
乙 日

水土日月火水木土月火土月火土月火木 曜

保
育
所
入
所
式

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

春
季
火
防
演
習

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
1
0時
0
0分

小
学
校
入
学
式

中
学
校
入
学
式

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

幼
稚
園
入
園
式

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　
1
8時
3
0分

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
1
0時
0
0分

妊
婦
検
診
・
母
親
教
室

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　
1
8時
3
0分

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
1
0時
0
0分

乳
児
検
診

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　
1
8時
3
0分

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
1
0時
0
0分

春
の
大
清
掃
検
査
・

ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
歴
史
の
道
ビ
デ
オ

発
表
会（
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

行
　
　
　
　
　
　
　
　

事

保
　
育
　
所

中
央
公
民
館

総
　
務
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

小
　
学
　
校

中
　
学
　
校

民
　
生
　
課

幼
　
稚
　
園

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

企
　
画
　
課

柤
　
　
当

15●行事予定／み～つけた



広報よもぎた

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
　
5
5

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

仙

台

市

在

住

み
　
　
　

つヽ
にヽり
　
　

し
よ
う
　
　
　
こ

三
　

浦
　

昌
　

子

さ

ん

先
日
は
村
勢
要
覧
を
お
送
り
下

さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
の
姉
は
蓬
田
村
役
場

で
、
甥
は
蓬
田
村
農
協
で
働
か
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

村
の
発
展
に
見
る
村
民
の
努
力
は

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
し
、

家
へ
帰
る
道
す
が
ら
、
車
窓
か
ら

村
の
繁
栄
ぶ
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

今
、
要
覧

。よ
も
ぎ
た
”
を
手

に
入
れ
た
こ
と
で
ぃ
私
の
ふ
る
里

自
慢
も
い
っ
そ
う
真
実
味
を
増
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
と
、

一
人
ば
く
そ
笑
ん
で
い
ま
す
。

私
か
蓬
田
村
を
後
に
し
た
の
は

昭
和
四
十
一
年
十
月
六
日
、
今
か

ら
二
十
七
年
前
で
す
。
当
時
、
二

ユ
ー
ス
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
夫
と

結
婚
し
、
三
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
カ
メ
ラ
マ
ン

と
言
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
の
で
す

が
、
職
業
柄
、
夜
も
昼
も
な
く
走

り
ま
わ
り
、
地
震
の
時
々
、
子
供

が
病
気
で
傍
に
居
て
ほ
し
い
時
は

決
ま
っ
て

留
守
、
（

Ｉ

ド
な
仕

事

な
の
で

休
日
は
寝
て

ば
か
り
。
近

所
の
家

族

が
行
楽
に
出
か
け
て
も
、

自
分
は

。
お
出

か
け

済
み

”
の
為

出
歩
く

事
も
な
く

、
い
た
っ
て

味

気
な

い
暮

ら
し
で
す

。
そ

れ
で

も

若

い
頃

は
育
児

に
専
念
出
来

た
の

で
す

が
、
子
供
達

も
成
長
し

、
そ

れ
ぞ
れ

が
忙
し
く

な
り
、
ま

た
さ

び
し

い
暮
ら
し

に
逆
戻

り
で
す
。

主
婦

で
あ
れ

ば
ど
の
人
も

た
ど
る

道
で
す

ね
。

ご
存
知
と
は
思

い
ま
す

が
、
仙

台

は
東
北
地
方

の
政
治
、

経
済
、

文
化

の
中
心

都
市

で
す
。

政
令
都

市

に
移
行
し
て

か
ら
は
、
街

並
み

も
目

に
見
え
て

き
れ

い
に

な
り

、

地
下

鉄
の
開
業
、
仙

台
空
港
の
国

際
線
就
航

等
、
都
市

機
能
も
高
ま

っ
て
来
ま
し

た
。
枉

の
都
と
形
容

さ

れ
る
よ
う

に
緑
豊

か
、
大
自

然

の
ふ

と
こ
ろ
了
号

ら
し
て

い
ま
す
。

雪
も
少

な
く
、
冬

で
も
（

イ
ヒ

ー

ル
で
歩
け

る
の

が
魅
力
。
宮
城

は

住
み
良

い
所

と
、
定

年
後
定
住
す

る
人
も
多

く
、
住

み
良
さ
は
実

感

し
て

い
る
の
で
す

が
、
ふ
る
里

の

良

さ
は
ま
た
別

、
思

い

が
募
り

ま

す
。
子

供
か
ら
手

加
離
れ

た
今
、

前
に

も
増
し
て
蓬
田

を
訪

ね
る
こ

と

に
な
り
そ
う

で
す

が
、
そ

の
折

り

は
ど
う

ぞ
宜
し

く
お
願

い
た
し

ま
す
。

ま
た

、
仙

台
へ

お
い
で
の

時

は
、
ど
う

ぞ
お
声
を

お
か
け
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●16

二人の娘さん

戸籍の

窓　口

人 口と 世 帯 数

(２月31日現在)

総人口4,027 人

男　1,927 人

女　2,100 人
世帯数1,053 世帯

２月受付分

お誕生おめでとうございます

く　じ　　 まさ と
久 慈　 雅 人

はちのへ　　しゅう と
八 戸　 嵩 仁

かわうち　　 ゅう た

川 内　 優 太

卓　 美

弓　子

邦　彦

出

俊　彦

直　子

長　 男

長　 男

二　男

ご結婚おめでとうございます

笹 田　　 計 （ 青 森 市 ）

､宮 田 千 寿 子 （ 蓬　 田 ）

七日我　 幸 喜 （ 平 内 町 ）

､三 上　 隆 子 （ 中　 沢 ）

おくやみ申し上げます

加藤喜代忤（郷　　 沢70 歳）

吉田　 清晃（中　　 沢63 歳）

本村　 達雄（㈲ 辺 地87 歳）

細谷友三郎（阿弥陀川84歳）

室谷　　 清（蓬　　 田69 歳）

めも

･･現住所／〒982-02仙台市太白区太白一

丁目11-18/ 登022-244-3848卜 生年月日

／昭和16年４ 月2Z日／卜 出身／阿弥陀川

／ 細谷晃氏妹･･家族構成／夫・良 隆・長

女 ・葉子・長男 ・隆・次女・妙子 ●･好き

なもの／音楽を聞き 花を植えること卜 経

歴／青森県立青森商業高等学校卒／河北

新報社入社・退社／～ 現在に至る。


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16

